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高階文法を使ったオブジェクト指向プログラム検証

概要

ソフトウェア開発の規模が大きくなるともに一定の
品質を確保することが難しくなっている。
ソフトウェアモデル検査はシステムの設計と
仕様を機械的に探索することで、不具合の
検出をソフトウェア開発の上流工程で可能とし、
不具合の修正のための後戻りに生じるコストを
大きく削減できる。
本研究では高階再帰文法を用いたモデル検査
手法を拡張し、オブジェクト指向言語で書かれた
プログラムの検証器の実装を行う。
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Verifying Object-Oriented Programs with Higer-Order Recursion Scheme


